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　　Ⅰ　工 事 概 要     

　　Ⅱ　解体工事仕様     

　　　・印と※印がついた場合は、共に適用する。      

　１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。        

・工事にあたっては、近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。１ 一般事項 
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事　　　　　　　　　項 事　　　　　　　　　項 事　　　　　　　　　項 事　　　　　　　　　項

４　用 途 地 域 等 

１　工  　事  　名  

　　正処理推進要綱」による。

　　１８年版）」「建築工事安全施工技術指針」、「建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）」、「建設副産物適

　　　図面及び本仕様に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部制定「建築物解体工事共通仕様書（平成 

１　共通仕様

２　特記仕様書の適用等

　２）特別事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　３）特記事項に記載の（　）内表示番号は、本標準仕様書の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

※  適用する（請負金額が２，５００万円以上の場合）　・  適用しない          (1.1.4) 

工事中、完成時ともカラ－写真とする。                                        (1.2.3)

  撮影対象等は「工事写真の撮り方　改訂第２版　建築編」による他、次の箇所とする。

・電子納品対象工事にあっては、この欄を適用せず「14　電子納品等」によること。

分　　類 規　　 格 撮　影　箇　所 提出部数

・　敷地全景

着 工 前 サ－ビス版 ・　解体建築物全景　棟毎 

・　解体外構工作物、設備等毎

・　仮設物（仮囲、仮設ＷＣ、仮設事務所、

　　　　　　工事看板等 ）

・　分別解体の経過状況（作業順）

・　基礎解体後の最深部 

工 事 中 サ－ビス版

・　埋め戻し状況   　  部

・　伐採、伐根状況 

・　屋外埋設物撤去状況 

・　供給設備関係の処理状況 

・　公害対策状況 

・　解体機械、発生材運搬車両

・　振動、騒音測定状況写真

・　発生材処分先及び搬入写真

・　その他監督員が必要と認め、指示した箇所

完 成 時 サ－ビス版       部

上記の写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督員の指示による。 

  　  部

・  適用する。　※  適用しない            　　 　　                 　      (1.3.3)４ 電気保安技術者 

工事用車両の駐車場所　　　・  有（図示）　　・  無 

関係機関等との協議の未成立事項　　　　　  　・  有（内容：　　　  　   　　  　　）

                                 　　　 　  ・  無                                

                                         　 ・  無                                

５ 施工条件 

                 　　　　　　 ・  無                                      

１ 一般事項 ・アスベスト含有建材の有無                                          　　  (6.1.1) 

使用面積

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹き付け材

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材種類

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板 

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 建築設備に使用され ・ 建築設備に使用されているアスベスト含有材の処理                          (6.1.1)

　 ているアスベスト含

   有材の処理

使用の有無 使用設備の種類 処 理 方 法

３ アスベスト含有吹き ・ アスベスト含有吹き付け材の処理等                           　　　    (6.3.2) 

　 付け材の除去等 ・除去工法 ※（６．３．２）による除去工法    ・特殊工法（　　　　　　）

・除去後 ※密封処理       ・セメント固化   ・特殊処理（　　　　　　）

　の処理

・処分場 

・ 

４ アスベスト含有保温 ・ アスベスト含有保温材の処理等                                　　　    (6.4.2) 

　 材の除去等 ・使用材料名

・除去工法  ※手ばらし  　　　 ・（6.3.2）による除去工法

・除去後  ※密封処理        ・特殊処理（　　　　　　　　　　　　） 

　の処理 

・処分場

 ・                  

５ アスベスト含有成形 ・ アスベスト含有成形板の処理等                                          (6.5.2)  

　 版の除去等 ・使用材料名

・除去工法  ※手ばらし  　　　・特殊工法（　　　　　　　　　　　)   

・除去後  飛散防止措置 　・シート養生       ・                        

　の処理 

・処分場  

 ・                

 別紙による

※　備品類は監督員と協議し処分すること

２ 特殊な建設副産物の ・特殊な建設副産物の処分                      (5.5.1)(5.5.2)(5.5.3)(5.5.4)(5.5.5) 

　 回収及び処分 種　　　　類 回収及び処分 処分場　施設名・住所(km) 

・特定物質
・フロン ※回収

・ハロン ・処分

・イオン化式感知器
※回収

・処分

※回収

・処分
・六ふっ化硫黄ガス

・特定化学物質 

・

・

・処分

・回収
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１ 特別管理産業廃棄物 ・特別管理産業廃棄物の処分                     (5.4.1)(5.4.3)(5.4.4)(5.4.5)(5.4.6)

　 等の処分等 種　　　　類 保管場所及び処分先保管処分分析調査

・PCBを含む機器類
・行う 

・行わない

・行う 

・行わない

・行う 

・行わない

・行う 

・行わない

・行う 

・行わない

・処分

・保管

・保管

・処分

・保管

・処分

・保管

・処分

・保管

・処分

・PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・廃油 

・廃酸・廃アルカリ

・ 

監督員の指示による

１ 再資源化等  ・特定建設資材廃棄物の再資源化及び再資源化が必要な発生材  　　　　     (4.4.1(a))

種　　　　類

建　設　発　生　土

   　　　   再資源化等をする施設名・住所(km) 

ア ス フ ァ ル ト 塊

建 設 木 く ず

金　　　属　　　類

種　　　　類 再資源化等をする施設名・住所(km) 

・蛍光ランプ  

・ＨＩＤランプ  

・硬質塩化ビニール管類

・

・

 ・指定建設資材廃棄物（木材）として縮減　                                (4.4.1(d))

         （理由：                                 ）  

  ・再資源化された建設廃棄物の現場での利用　　　　　　　　　　 　 　　　 (4.4.1(f))

              ・無し                  

・秋田県建設副産物対策に係わる取扱い要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書及 

　び再生資源利用促進計画書を、また工事完成時に同計画書の実施書を監督員に提出するも

　のとする。          

２ 産業廃棄物広域認定 ・産業廃棄物広域認定制度の適用　　・ 有り     ※ 無し                　　　 (4.4.2)

　 制度の適用 適用廃棄物種類 使 用 部 位

３　最終処分 ・最終処分する建設廃棄物及び最終処分場                     　　　　        (4.4.4)

種　　　　類 最終処分場　施設名・住所(km) 

・本工事で発生する建設副産物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設副産物について  

  は、秋田県産業廃棄物税が課税されるので、適正に処理すること。

４　処理に注意する

  　建設廃棄物 

 ・処理に注意する建設廃棄物の処理                                 　       (4.5.1)

建設廃棄物 処分場　施設名・住所(km) 

・ひ素・カドミウム含有

・ＣＣＡ処理木材 

   石膏ボード 

・

・
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コ ン ク リ ー ト 塊

混 合 材

 ・建設資材の廃棄物の再資源化                                            (4.4.1(c)) 

・解体施工は、低振動・低騒音型の機械器具等の選定に心がけ、解体材等の破片や粉塵の飛

　散を防止するため、防音シートや散水等により騒音・振動の減少、粉塵の防止に努めるこ

　と。    

２ 解体後の整地等 ・解体撤去後は、次により設計ＧＬに整地すること。                   　　    (3.11.1)

                    ・　他現場での建設発生土（堆積場所　　　　　　　　　　　　　）

・解体後の敷地境界には、松杭及びビニルロープ等による囲障を設置すること。     

・整地後、解体済建築物位置に縄張りを行うこと。

１ 解体方法 解体内容  　　　　　　　　　　　　　　 (3.3.1)(3.4.1)(3.5.1)(3.6.1)(3.6.2)(3.7.1) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.7.2)(3.8.1)(3.8.2)(3.9.1)(3.10.1） 

 ・ 解体建築物

部　位 内　　　　　　　容

 ・木造　　・ＣＢ造　・Ｓ造　　・ＲＣ造　　・ＳＲＣ造 

 ・ 建築設備 

  機械設備    ・ 内部　　・埋設

 ・ 内・外装材  ※手作業　　・手作業及び機械による作業

 ・ 屋根葺き材

 ・ 屋根防水

 ・手作業及び機械による解体作業     ・機械解体作業

 ・ 基礎等  

 ・ 躯体    

 ・杭基礎　　・独立基礎　　・布基礎   　・べた基礎    

 ・ 杭の解体  ※有り　      ・残置 

 杭解体方法    ・引き抜き工法　　・破砕工法 

 ・ 構内舗装等

 ・ 樹木      ・伐採       ※行う（　　本）　　　・残す   

 ・抜根       ※行う（　　箇所）　　・残す   

 ・移植木     ・有り（移植先：　　　　　）    ・無し 

 ・ 地下埋設物
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１ 騒音・粉塵等の対策

   （仮囲い等） 　・　設ける（範囲、位置、延長等は図示）        ・　設けない                      

   　 ・　防音パネル（Ｈ＝　　 　　　 　）    ・　防音シート（Ｈ＝　　 　　 　　）

      ・　パネルゲート（Ｗ＝　　　　　　Ｈ＝　 　　　　）×　  　カ所           

      ・　シートゲート（Ｗ＝　　　　　　Ｈ＝　 　　　　）×　  　カ所         

　　　・　仮設鉄板　　　 ・　設ける　　　・　設けない                            

      ・　枠組足場シート（Ｈ＝各棟による）                                       

    　・　単管シート（Ｈ＝　　　　　　　）                                      

・　仮囲い                                                                  (2.2.1)

　

２
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14 電子納品等 ※電子納品対象工事　　・電子納品対象外工事

　　電子納品対象工事にあっては、請負者は、次により電子納品を行うものとする。

　(4)工事写真は、国土交通省「デジタル写真管理情報基準(案)」に基づくこと。

　　 されたものをいう。

　(3)電子データとは、「要領」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成

　　ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。
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13 完成図書等 ・電子納品対象工事にあっては、この欄を適用せず「14　電子納品等」によること。

  　　製本形式　　　※　チューブファイル     

・完成図書はＡ４版に製本して１部提出すること。 

※　完成図書に綴じこむもの

　　※　敷地現況図　　記入事項　　・敷地境界線

                                  ・道路境界線、道路幅員、排水溝等

                                  ・方位                                         

                                  ・敷地内残存工作物、立木、電柱、電話柱等 

                                  ・敷地内設備位置（給水引き込み位置、下水桝位置）

   ・　その他監督員の指示するもの 

   ・　Ａ３版     縮小原図（配置図、平面図、立面図、仕上表、一般断面図）とする。

　 ・　添付するもの（記録として保存すべき施設で、建設時の図面がない場合に限る。）

・建築物の解体工事の施工計画書の作成にあたっては、事故防止（特に外壁等の崩落による

 　公衆災害の防止）を図るため関係する法令、指針等を遵守するほか、特に以下に留意しな

　ければならない。

・工程表・施工計画書・仮設計画書等は、工事契約締結後速やかに監督員に提出し、承諾を６ 施工計画書等

　得ること。                                                      　　　　 （1.2.2)

（平成１５年７月３日付け国土交通省住宅局長通達）』参照。

　ガイドラインの抜粋  

　１．施工計画等の作成に当たっては、解体対象物の構造、立地条件等を事前に充分調査、

　　把握し、事故防止に十分配慮した解体工法・解体手順等を決定すること

  ２．請負者は、設計図書等を充分把握するとともに、実況が設計図書と異なることを想定

　　し 、各構造部分の充分な目視確認するとともに、特殊構造の建築物の解体にあっては

  ３．請負者は、解体工事途中段階で想定外の構造、鉄骨の腐食、設備等が判明した場合は

　　　、工事を一旦中止し、監督員に報告した上で、施工計画の修正を検討すること。

  ４．請負者は、公衆災害を防止する観点から、特に①建築物の外周部が張り出している構

　　造の建築物、②カーテンウォール等、外壁が構造的に自立していない工法の建築物の解

　　体工事の施工にあたっては、工事の各段階において構造的な安定性を保つよう、工法の

　　選択等を適切に行うこと。

  ５．請負者は、鉄骨造、鉄筋コンクリート造、プレキャストコンクリート造等の異種構造

　　の接合部、増改築部分と従前部分の接合部等の解体については、特に接合部の強度等に

　　十分配慮した施工計画を作成、工事の実施を行うこと。

・「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成９年建設省告示第1537号）に

　 び環境保全 　基づき、指定された建設機械を使用する。          　                        (1.3.6)

・「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第247号）」に基づき、指定された排出

　ガス対策型建設機械を使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.6)

・ 地下埋設物等による有出ガス（炭酸ガス、一酸化炭素、及びメタンガス等）の発生への対

　 処、地下構造物の撤去時における周壁崩落事故及び転落事故防止の安全対策に十分注意す

 　ること。 

 　くは　現場外に搬出する等管理を徹底すること。 

 　労働災害及びその他の事故発生等を防止するための注意と、常時の点検を作業員に徹底さ

 　せること。

・ 作業開始前に当日の工事打ち合わせを実施し、公害及び第３者に対する事故防止に努める

　 こと。

７ 施工中の安全確保及

８ 交通安全管理

　　　・配置しない

　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則(平成17年国家公安員会規則

第20号）及び秋田県公安委員会告示第144号（平成18年10月6日）による。

関係機関との協議　                                                          (1.3.7)

　　　・配置する（・警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務　・任意）

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）  (1.3.10)

・請負者は、必要に応じて付近の地盤沈下の状況、近隣建物の壁、建具の建て入れ状況、内

　外装・土間等のクラック状況を調査・記録・写真撮影し事後に備えること。さらに、工事

　の施工により、近隣施設等に損傷を与えた場合には、現状に復旧すること。

  　　　 ※ 今回工事で行う         ・今回工事で行わない。（別途　　　　　　　　） 

12 事前調査 

・解体作業中の騒音、振動調査

　 及び振動調査 

11 解体作業中の騒音

　等により知らせること。

・住民説明会の開催　　　　※ 実施する            ・ 実施しない 

10 近隣との折衝等 ・工事着手前に近隣住民等へ工事内容を周知するとともに、着手後は週間の作業内容を掲示

   ・　整地後レベル（　　　　　ｍグリッド） 

   ・　マイクロフィルム（アパッチャ－カードの色　　　ブルー）

 舗装材種類： ・アスファルト　・コンクリート　・タイル

建築物解体工事特記仕様書 

※図示による

（平成１９年改訂版）       ※平成１９年１１月１日以降適用 

２ 工事実績情報の登録

３ 工事写真

９ 発生材の処理等

・完成検査

15　技術検査 ・中間検査  　※実施する                            　　                   (1.6.2)

回　数 中間検査の時期 

１回目

２回目

　　　　　　 ・実施しない 

 ・解体・発生材処分後は、マニフェスト等の整理を行い、施工管理資料として速やかに監督

　 員に提出のこと。  

 　ること。 

 ・完成検査時には、地中工作物撤去確認のための掘削機械（バックホー0.25m3）を準備す

・建築物内の残存什器類の処分

　　　　（　　ヶ月×　　人）　※図示による

　・　１０㎡程度　・　２０㎡程度　・　３５㎡程度　・　６５㎡程度　・　１００㎡程度

　　　備品は下記のものを備える。  

 　　　 机、いす、電話、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

　　　　その他監督員の指示するもの  

・監督員が指定する位置に一箇所設置する。

    表示時期は工事着工時から完成時までとする。 

構　造・規　模

工　事　期　間 平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

建　 築　 主

設　 計　 者

工 事 施 工 者

工 事 監 督 者

解　体　工　事　の　表　示

工　事　名　称

     注１  表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

   　  ３  建築主は、契約担当者名とすること。

　　   ４  表示板の大きさ  

 　       ※　１号　（横１８０㎝×縦　９０㎝）

          ・　２号　（横２４０㎝×縦１２０㎝） 

          ・　３号　（横３６０㎝×縦１８０㎝）

          ・　その他（             　 ）  

      ５　建設業の許可標識等に、建設リサイクル法遵守指導としての「届出（通知）済シ

　　　　ール」を貼り付けること。

工事用水　　構内既存の施設　　・　利用できる    （  ※　有償　　　・  無償 ） 

                　         　 ※　利用できない

工事用電力  構内既存の施設 　 ・　利用できる    （  ※　有償　　　・  無償 ） 

                           　 ※　利用できない 

　 アップ           

 　　  ２  地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

・　行う（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　行わない   

※　設ける　　　　・　設けない       　    　　　　                 　 　 　(2.3.1)２ 監督員事務所

　※　請負者事務所の中に監督員用スペ－ス　１０　㎡程度確保する。   

３ 工事表示板の設置 

４ 工事用水及び電力 

葺き材種類（ 鉄板 ） 

防水仕様（ シート系 ） 

　アスベストの除却は、６章による。

　止対策等を実施し、健康障害の予防対策の一層の推進を図ること。

　同施行令及び石綿障害予防規則に従い、建築物等の解体等の作業における石綿ばく露防

※特定石綿等(アスベスト)の存在が想定される建築物の解体にあっては、労働安全衛生法、

・ アスベスト粉塵濃度測定        ※　行う　　　・　行わない          　 (6.1.4(a))

※ アスベスト粉塵濃度測定の時期等は､国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工

 　事共通仕様書・同解説（平成１８年版）」の解説６．１．４を参照のこと。

５ 工事現場のイメージ

・ 作業に必要な酸素、アセチレン、及び軽油等の危険物は所定の位置に施錠の上保管、若し

　秋田県総合公社　大仙市協和上淀川（100km）

　秋田県総合公社　大仙市協和上淀川（100km）

　(7)設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協力すること。

完成図書等電子データの提出方法

　※　秋田県公共事業共有統合データベースシステム（以下、システムという）への登録

・　その他（　　　　　　　　　　　　）

ＣＤ－Ｒによる提出

※　不要　　　　・　必要（　　部）

　(1)工事写真及び完成図書等の取扱は「営繕工事電子納品要領(案)【平成１４年１１月

　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部】」(以下「要領」という。)による。

　　 「要領」で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務は

　　 ないが、「要領」の解釈に疑義がある場合は監督員と協議の上、電子化の是非を決定

　　 するものとする。

　(2)電子納品とは調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子データで納品する

　　 ことを言う。

　　 また、システムにすべて登録されたもののうち、会計実施検査において成果品の提出

　　それ以外の案件については、CD-Rの提出は不要とする。

　(5)回線等の都合により、電子成果品の全部または一部がシステムに登録できず、CD-Rに

　　 より納品された場合については、監督員等が納品物をシステムに登録するものとする。

　　 を求められることがある案件については、CD-Rを１部完成時に提出させるものとする。

　(6)電子納品の運用にあたっては、「官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン（案）

　　 等の運用について（秋田県）」を参考にすること。

　電気設備　　・ 内部　　・外部引込柱

    埋め戻し土　　　・　現場発生土利用　　　・　山砂利用（　　　　立米）   

 　　　　　　    　 ・　整地表面は、解体で発生した再生砕石で敷きならすこと。

秋田県環境保全ｾﾝﾀｰ　大仙市協和上淀川字雨池沢45(100km)

小 型 二 次 電 池

・ 混合廃材

・ ｶﾞﾗｽ､陶器､繊維くず

・ 

・ 

測 定 時 期 測 定 点 数測 定 場 所

測定を行う場合の時期等

・

・

・

※（財）秋田県総合公社 環境保全局【所在地 大仙市協和上淀川】

 ※（財）秋田県総合公社 環境保全局【所在地 大仙市協和上淀川】

 ・指定工法（　　　　　　　　　　　）   

 ※（財）秋田県総合公社 環境保全局【所在地 大仙市協和上淀川】

（解体配置図参照）

　　　・必要（関係機関：他工事の請負業者　）   ・必要なし                   

・ＰＣＢ分析　１検体行う。

１　その他

関連工事による施工時期の調整　・  有（内容：　　　　　　　　　　　）       （1.3.5)

資機材置場所              ・  有（　　）　　・  無  

　『建築物の解体工事における外壁の崩落等による公衆災害防止対策に関するガイドライン

１回(3ﾎﾟｲﾝﾄ／日    ※ 実施する（測定回数　　　　　　　　　　）　　　・ 実施しない　

・近隣事前調査の実施

    　・　万能鋼板　（Ｈ＝3.0ｍ　　 　　　 　）    ・　波形鉄板　（Ｈ＝　　 　 　　　）

　　　        ・有り    （種類：　　　　　　　　　）         

・現場再利用発生材　　（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

・ アスベスト含有調査    ・  行う（２検体）    ※　行わない          　 (6.1.3(c))

高三建設(株)　秋田県大仙市長野新山92-1

・蛍光ランプ  イー・ステージ(株)　長野県小諸市大字平原309-1

株式会社コスモス設計

大潟村字中央５－１

ユナイテッド計画　潟上市昭和豊川槻木字苗取沢50-2（6km）

ユナイテッド計画　潟上市昭和豊川槻木字苗取沢50-2（6km）

ユナイテッド計画　潟上市昭和豊川槻木字苗取沢50-2（6km）

ユナイテッド計画　潟上市昭和豊川槻木字苗取沢50-2（6km）

指 定無し

2

2

2

・工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督員に報告の上、指示に従い適正な

　処理を行うこと。

・工事に伴う官公庁への届け出等の手続き（その費用を含む。）及び工事用電気・水道等の

　使用に係る費用は、請負者の負担とする。

・工事による発生材は、産業廃棄物処理法及び建設リサイクル法等の関係緒法令を遵守し、

　監督員の承諾を得て適正に処分すること。

・請負者は、監督員と随時打ち合わせを行い、工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗を図

（※児童・生徒への安全確保）

・工事にあたっては、構造物の状況や工事現場周辺の環境状況を検討した上で、騒音規制 

　法、振動規制法等の関係緒法令を遵守し、必要な措置を講じること。

（※教育委員会・学校側への説明を行う）

施工時期・時間の制限　　　※  指定しない　　・解体時間等について施主打ち合わとする。

関係機関等との協議結果・特定条件等の付加　　・  有（内容：工事車両交通ルートについて

施工計画書を作成し、工事着工前に

提出する必要である。）

事前打ち合わせを行う。

大潟村長　髙橋　浩人

株式会社コスモス設計

　　　・手摺り先行枠組足場・防音シート                    

大 潟 村立　大潟小学校・中学校改築工事　３期解体工事

2

大潟村立　大潟小学校・中学校改築工事　Ⅲ期解体工事

 ・有り（埋設物：油タンク・水槽） 　 ・無し 

部位別施工順序            ※  指定しない　　・中学校側より解体とする。
（小学校側アスベスト処理有り）

3

3,800 4,500 1

・小学校校舎

「1工区」

１階理科室、家庭科室

２階音楽室、図書室

「2工区」

１階普通教室（北側）

２階会議室、教材室、他

「3工区」

１階普通教室（南側）

コンピューター室、他

（ヒル石）

天井面

使　用　部　位

１工区

２工区

３工区

５９６ｍ２

４３３ｍ２

７８２ｍ２

１工区

３工区

２工区

工事前２、除去作業中２

養生撤去前２、完成後２

養生撤去前２、完成後２

工事前２、除去作業中２

養生撤去前２、完成後２

工事前２、除去作業中２

９地点

９地点

９地点

 ・有り  ・

 ・無し   ・

※解体工事中、有・無を確認の事

・アスベスト含有の恐れの

　有る成形板については

　成形板のまま処理を行う。

H24.8小中学校校舎解体Ⅲ期工事

Ｋ－01

・届出諸手続き、報告書作成

※　解体建物の製本図が必要な場合は、発注者より貸与とする。



舗装撤去  アスファルト　        　2,246m2

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 05-04A-0293 号

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796号 安　田　勇　二

解体配置図
1/1,000

1/2,000

解体工事仕様

○本解体工事の範囲は図面指示の範囲とし、既存取り合い等不明な部分は現地調査をし、監督員と協議の上施工する事｡

○解体工事及び産業廃棄物の場外搬出に於いては、生徒､職員､学校関係者はもとより､付近住民及び周辺交通に支障を来さないように

安全に十分配慮の上施工にあたる事｡

○電気､機械設備の撤去に於いては､埋設配管等に特に注意して調査の上施工にあたり､構内の使用施設に支障のないように

十分配慮の上施工にあたる事｡

○解体工事完了後､工事範囲を不陸のないように整地する事｡

○解体発生材の処分先は特記によるが､処分先等を変更する際は監督員と協議の上承諾を得る事｡

○工事エリア内の関連工事と調整を図る事｡

001 鉄筋コンクリート造2階建て S46

教室棟 S46002-1  949.00㎡  316.33㎡鉄筋コンクリート造3階建て

002-2 部室   10.50㎡ S46

鉄筋コンクリート造2階建て S46003 特別教室棟

鉄筋コンクリート造2階建て   21.00㎡

 741.00㎡  370.50㎡

教室棟・研究所  714.00㎡  357.00㎡15

16

17

18

19

20

21

22

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

大潟中学校

S46

屋内運動場 鉄筋コンクリート造平屋建て005-2  646.00㎡  646.00㎡ S46

005-1 ２階通路 鉄筋コンクリート造2階建て  52.00㎡   26.00㎡

006-1,-2 廊下、特別教室棟 鉄筋コンクリート造平屋建て  153.00㎡  153.00㎡ S50

鉄筋コンクリート造平屋建て008 特別教室棟  446.00㎡  446.00㎡ S58

2

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積9

002-2 渡り廊下 鉄骨造2階建て   17.00㎡9    8.50㎡ S45

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積12

S45,S55,S55鉄骨造平屋建て倉庫・詰所・ボイラー室005,010,01112  179.00㎡  179.00㎡

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積

001-1,-2 鉄骨造平屋建て S44共同調理場・渡り廊下  349.00㎡  349.00㎡

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

大潟村学校給食共同調理場

23

23

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積

３期解体工作物一覧（本工事解体工作物）

鉄筋コンクリート造25

26

27

28

地下オイルタンク

花壇

水槽

モニュメント

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

外構

その他

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号

001

建築面積延べ床面積

大潟小学校

鉄筋コンクリート造2階建て S44

鉄筋コンクリート造2階建て教室棟002-1 1484.00㎡  742.00㎡ S44

7

8

管理教室棟・研究所 1356.00㎡  678.00㎡

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

1

003 倉庫 鉄筋コンクリート造平屋建て    1.00㎡ S44   1.00㎡

屋内運動場 鉄筋コンクリート造平屋建て  467.00㎡  467.00㎡ S44004

10

11

007 教室棟 鉄筋コンクリート造2階建て  344.00㎡  172.00㎡ S51

鉄筋コンクリート造2階建て渡り廊下   88.50㎡ S4414

13

008  177.00㎡

大潟小学校　外構・その他

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

棟 No, 棟   名 構   造 建築年台帳番号 建築面積延べ床面積

渡り廊下

３期解体建物一覧（本工事解体建物）

29

29

鉄骨造平屋建て   49.72㎡   49.72㎡ S47

テーブル・椅子撤去  コンクリート　　3ヶ所

足洗い場解体  コンクリート　      　5ヶ所

中庭池解体  コンクリート　        　2ヶ所

中庭フェンス解体  H=800　           21.2m

花壇撤去  コンクリート　　          4ヶ所

土留め撤去  コンクリート　          202m

階段撤去  コンクリート　          　474m2

舗装撤去  コンクリート土間　      　296m2

自然石撤去　4tトラック　１台

H=1500

H=1800

H=2000

H=2500

H=3000

H=6000

H=9000

H=10000

H=12000

13本

 4本

16本

 9本

 1本

 5本

 8本

 1本

 1本

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）

樹木伐採（伐根共）低木（雑木） 8m3

校舎外周舗装撤去工事 樹木伐採（伐根）工事

樹木伐採（伐根共）H=600　     40本

樹木伐採（伐根共）H=1200　    27本

外灯撤去（基礎共） ３基

エアコン撤去（フロンガス回収・破壊含む）　 ７基

各教室机・椅子等撤去処分（撤去前に選別を行う） １式

既存電気引込み柱撤去・処分　電気取止め費　１式

既存上下水道取止め費　１式

プール

屋外運動場

屋外遊戯場

幼稚園 

⑨渡り廊下

⑩倉庫
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